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CEOコラム：■

TCRS 10 周年に思う

前回のTCRS Journalを出してから3年近い時間が

過ぎていた。ここ最近は時の流れが速くなったなと

感じることが多くなったように思える。

あまり大きな何かを実行していなかったここ2年間

は、合同会社TCRSの事業をかろうじて継続できて

いる状態が続いていた。私のキャパ不足もありTCR

SCommunityTeamとしての活動ができていなかっ

た。結集もなかなかできず再び一人からのリスター

トではあるが、15周年を一つの決勝点としてTCRS

グループをかつての勢いを超える組織体としていき

たいと決意している。

話は大きく変わって、なぜ今このタイミングでTC

RS Amusement Serviceの再始動と私個人としてイ

ベントの運営に関わることとなったか。すべては本

年末に迎える10周年に向けての動きの一環である。

ただ、イベントの運営に関わることとなったのは完

全に偶然の産物であったと思っている。イベント運

営への参加は一つ大きなサプライズとなっただろう

と思う。マイクラマルシェオンラインの運営に関わ

った中での話はいずれ何かしらで文書にまとめる予

定であるので、ご期待願いたい。

TCRS Amusement Serviceの再始動については、

ここ一年ほど検討こそしていたが人員面や企画面で

見送らざるを得ない状況であった。しかし昨年末に

別ゲームで知り合った方の一言がきっかけで新たに

サーバーの企画を行う事となった。それが建築廃材

規制サーバーであった。身内でプレイするつもりだ

ったが、少しプレイしているうちにこれを公開サー

バーで行えば、とても面白い事になるのではないか

と。そう思い立ったならば予て検討していた再始動

に組み合わせようという判断につながった。

TCRS The Vanillaはどうなのだ そう言われるこ

とは想定している。現在の運営体制が安定するまで

は再稼働はできないだろうと考えている。さらに、

Cityワールドは過去の事件もあり再開発が必要とな

るであろうし、その他ワールドも再利用が難しい可

能性が高い。故に名前だけ残して新たなサーバーと

せざるを得ない。今のTCRSにはこれらを成し遂げ

るリソースの余裕はないし、もっと別の事にリソー

スを割り当てたい。

ここから1年の間にTCRSとして様々な「新しい何

か」を複数リリースする予定である。かなりワンオ

ペであるので数々の計画をともに進めていくスタッ

フがいてくれればと思ってしまう。スタッフは現在

絶賛募集中であるので、たくさんの応募を期待した

い。

最後に、次のリリースが何かをここで公表したい。

次はTCRS Hostingのサービスリニューアルである。

どのようなサービスへと進化するか、詳細は近々公

表する予定である。前段で述べたとおり様々な新し

い何かをリリースするので楽しんでいただければと

願う。

TCRS Amusement Service■

再始動！

今年１月14日に新たなサーバーとともにTCRS Amu

sement Serviceは再始動しました。今回は、新たなサ

ーバーを特集します。

新たに誕生した「建築廃材規制サーバー」とは？
そして、今後の展開は？

「建築廃材規制サーバー」とは、TCRS Amusement

Service再始動に合わせて新たに誕生したマルチプレイ

サーバーです。

このサーバーの最大の特徴は、チェストなどのアイ

テム類を保管できるブロックに(ごく一部の例外を除い

て)ブロックを入れられないor入れてはいけないルール

が設定されていることでしょう。関連して、アイテム

状態のブロックはドロップすることができず、リスポ

ーン時にも手元に残る仕様になっています。

これらの制限は、既成プラグインで実装しているの

で穴だらけになってしまっています。もしかすると新

しい回避策が見つけられていたちごっこのようになる

かもしれません。

直近の計画では、同時接続数が10人を超えたらエン

ダードラゴン討伐イベントを開催します。後は、自前

開発プラグインによるゲーム性の強化を進めて行けれ

ばいいなと思っています。(求む開発スタッフ)
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